
【重点審議事項の論点整理について（健康医療福祉部所管分）】（案） 
重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備考 

コロナ禍を経た
医療体制の充実
とからだとここ
ろの健康づくり
の推進について 

○令和５年６月１日 常任委員会 
・令和５年度健康医療福祉部の主要施策について 
・令和５年度中に策定、変更が予定されている計画等について 
・新型コロナウイルス感染症への対応について 
 

○令和５年７月10日 常任委員会 
・医療福祉拠点構想について 
・衛生科学センター整備基本計画（案）について 
・一般所管事項について 
 
○令和５年８月３日 常任委員会 
・(第３次)滋賀県食の安全・安心推進計画（骨子案）について 
 

○令和５年９月13日 常任委員会 
・疾病対策・健康づくり等にかかる11計画（骨子案）について 
 

○令和５年10月６日 常任委員会 
・議第104号 令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第４号）
のうち健康医療福祉部所管部分について 

・新型コロナウイルス感染症への対応について 
 
○令和５年12月14日 常任委員会 
・議第132号 令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第５号）
のうち健康医療福祉部所管部分について 

・議第133号 令和５年度滋賀県国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）について 

・議第161号 令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第６号）
のうち健康医療福祉部所管部分について 

・(第３次)滋賀県食の安全・安心推進計画（素案）について 
・疾病対策・健康づくり等にかかる11計画（素案）について 
・衛生科学センター整備に係るＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入可能性
調査の中間報告について 

・医療福祉拠点（人材養成機能）について 

新型コロナウ
イルス感染症
への対応につ
いて 

・新型コロナウイルス感染症の症状を緩和させるために、市販
薬を含めどのような薬を飲めばいいのか周知されていないた
め、県のホームページ等で周知されたい。 

 

医療福祉拠点
について 
 

・実習など医療機関等との関わりや連携を通じて、県内の医療関
係施設で働くことの意味やモチベーションが上がるようなこ
とを考えて、一人でも多く滋賀県に残ってもらう仕組みを検討
されたい。 

 
・医療関係者になりたいという子供は多くいることから、子供た
ちが医療について学びたい、医療機関で働きたいと思える第一
歩になるような施設にしていくという視点を持たれたい。 

 

衛生科学セン
ターの整備に
ついて 

・衛生科学センターは特異な施設であり、何もかもＰＦＩで業
務委託するのではなく、直営で実施する方法も検討し、地元
企業が参画しやすい形にされたい。 

 

疾病対策・健康
づくり等にか
かる 11 計画に
ついて 

・がん患者の不安を軽減する観点から、がん医療の均てん化やセ
カンドオピニオンが受けられる病院情報を滋賀県がん対策推
進計画に盛り込まれたい。 

 
 
 

 
 

  



 

重点審議事項 委員会における取組状況 主な論点 委員会における主な意見 備考 

子どもを真ん中
においた社会づ
くりと誰もが活
躍できる共生社
会づくりについ
て 

○令和５年６月１日 常任委員会 
・令和５年度健康医療福祉部の主要施策について 
・令和５年度中に策定、変更が予定されている計画等について 
 
○令和５年７月10日 常任委員会 
・議第84号 令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第２号）の
うち健康医療福祉部所管部分について 

・淡海ユニバーサルデザイン行動指針（素案）について 
・令和４年度滋賀県における児童虐待相談対応件数等の状況に
ついて 

・滋賀県青少年の健全育成に関する条例の一部を改正する条例
要網案に係る県民政策コメントの実施について 

・一般所管事項について 
 
●令和５年７月25日 県内行政調査 
コージータウン（彦根市） 

・コージータウンの取組について 
合同会社ＬＯＣＯとの県民参画委員会（長浜市） 

・子育て期の女性の就労支援について 
 
○令和５年９月13日 常任委員会 
・滋賀県手話をはじめとする障害の特性に応じた言語その他の
手段による意思疎通等の促進に関する条例要綱案の概要に
ついて 

・滋賀県青少年の健全育成に関する条例の一部を改正する条例
案に対する県民施策コメントの実施結果について 

 
○令和５年10月６日 常任委員会 
・議第104号 令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第４号）
のうち健康医療福祉部所管部分について 

・議第107号 滋賀県青少年の健全育成に関する条例の一部を
改正する条例案について 

・「淡海ユニバーサルデザイン行動指針」改定版（最終案）につ
いて 

・「第二次滋賀県再犯防止推進計画」（骨子案）について 

滋賀県手話を
はじめとする
障害の特性に
応じた言語そ
の他の手段に
よる意思疎通
等の促進に関
する条例につ
いて 

・条例の名称について、手話をはじめとするという部分を省いて
ほしいという意見がパブリックコメントでも出ており、これが
入っていることで、今後の見直しのときに別立ての不要論が出
てくるのではないかという懸念を当事者が持っていることか
ら、この懸念を取り除かれたい。 

 
・見直し規定について、世の中は変わり、県民の皆さんの意識も
変わっていくので、様々な意見について検討を加えた上で、別
立ての条例が必要と判断されれば、思い切って別立てにするな
ど、中身のある見直しとなるよう今後３年間でしっかり検討さ
れたい。 

 
・手話が視覚言語であり他は音声言語である違い、背景となる文
化の違いなどを一般の方にも知っていただけるように、今後３
年間で見直しの検討とあわせて取り組まれたい。 

令和５
年12月
滋賀県
手話を
はじめ
とする
障害の
特性に
応じた
言語そ
の他の
手段に
よる意
思疎通
等の促
進に関
する条
例制定 

滋賀県再犯防
止推進計画に
ついて 

・繰り返し窃盗してしまうケースに対して、本人の意思でコント
ロールできない部分もあるため、医学的な支援も必要になり、
個人に応じた治療等を実施されたい。 

 
・くせになっている人を含めて再犯をせずにきちんとした生活を
送れるように、対処療法ではなく、県としてしっかり目標を立
てて取り組まれたい。 

 

滋賀県依存症

総合対策計画

について 
 

・依存症は、あらゆる機会を通じて教育を受けることで発生予防
になり、その後の進行予防にもつながるため、適切な年齢のと
きに適切な教育を受けられる体制をとられたい。 

 
・アルコール中毒や薬物中毒を絶とうと思ったときに、民間団体
による支援が一番効果的であり、行政の主導により民間支援団
体の育成や財政的支援に取り組まれたい。 

 

 



・レイカディア滋賀 高齢者福祉プラン（骨子案）について 
・滋賀県依存症総合対策計画（骨子案）について 
・滋賀県障害者プラン2021の中間見直し（骨子案）について 
・滋賀県動物愛護管理推進計画（第３次）（素案）について 
・（仮称）滋賀県困難な問題を抱える女性への支援のための施策
の実施に関する基本的な計画（骨子案）について 

 
●令和５年11月７日 県外行政調査 
公益財団法人佐賀未来創造基金（佐賀県佐賀市） 

・さが・こども未来応援プロジェクトについて 
 
○令和５年11月９日 常任委員会 
・滋賀県手話をはじめとする障害の特性に応じた言語その他の
手段による意思疎通等の促進に関する条例案要綱に対する
県民政策コメントの実施結果について 

 
○令和５年12月14日 常任委員会 
・議第140号 滋賀県手話をはじめとする障害の特性に応じた
言語その他の手段による意思疎通等の促進に関する条例案
について 

・議第151号 指定管理者の指定につき議決を求めることにつ
いて（滋賀県立信楽学園） 

・議第152号 指定管理者の指定につき議決を求めることにつ
いて（滋賀県立むれやま荘） 

・第二次滋賀県再犯防止推進計画（素案）について 
・レイカディア滋賀 高齢者福祉プラン（素案）について 
・滋賀県依存症総合対策計画（素案）について 
・「滋賀県障害者プラン2021」の中間見直し（素案）について 
・（仮称）滋賀県困難な状況にある女性への支援のための施策の
実施に関する基本的な計画（素案）について 

 
○令和６年１月30日 常任委員会 
・令和４年度高齢者虐待防止法に基づく対応状況等に関する調
査結果について 

 

滋賀県動物愛

護管理推進計

画について 

・滋賀県は殺処分ゼロを目指すといった記事が載っていたが、県
民からすると、滋賀県は一切殺処分しないのではないかという
印象があるため、個体の状況を把握した上で、やむを得ない場
合は殺処分をすることをしっかり説明されたい。 

 
・動物保護管理センターに持ち込まれる数を減らすため、飼い主
が亡くなった時への備えを生前にしておくという視点を盛り
込まれたい。 

 
 

滋賀県困難な

問題を抱える

女性への支援

のための施策

の実施に関す

る基本的な計

画について 

・困難な問題を抱える女性への支援に当たっては、民間の支援団

体が果たす役割は非常に大きいため、県内で女性を支援してい

る団体の把握に努められたい。 

 
・支援内容のうち、一時保護が最も大事であり、命に関わる部分
でもあることから、一時保護の支援調整会議の設置運営につい
ては、マニュアルも含めて全県的に対応できるように、体制を
構築されたい。 

 
・男女問わずに人権を尊重するような包括的性教育が大事であ
り、教育委員会とも連携し、相手の人権を尊重するという視点
からきちっとした知識で性教育がされるように検討されたい。 

 

保育園児等の

事故防止につ

いて 

・保育所等における通園バスの安全装置設置率について、本県は
全国最低の20％との報道があったが、子どもの命に関わること
であり、現場任せにせず、保育所等への働きかけを強化し、期
限を決めて、設置率を高められたい。 

 

 
 
  


